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自然観察雑感

会長さんが長期研究調査旅行中とのことで急

に小生が貴重な紙面を汚すことになりました。

平成五年度は酉年と言うことでなるべく鳥類に

関する話題をと苦慮しましたが、その面の知識

に乏しいので主に植物と鳥の関係について、近

頃小生が体験した事柄を四方山話的に書くこと

でお許し下さい。

おやつ（意外）

去る10月7日、佐久島の西海岸でカワセミを

見ました。カワセミの生息地は山間の渓流であ

り、決して塩水の場所ではないと思っていたの

で意外でした。自分がいまどこにいるのか分か

らなくなりました。また、極度の疲労のための

幻影かとも思いました。近くに真水の所はない

かと地図で探しましたが無駄でした。航空写真

も見ましたが、それらしい所はありません。こ

んな事を他人に話したとて、海辺の塩の飛沫が

かかるような場所でカワセミがいたなどと言っ

ても信用されるはずがないとも思いました。唖

然と眺めているうちに写真を撮り損ねました。

知識不足のために別種をカワセミと誤認したの

でしょうか。やがて、カワセミは陸側へ飛び去

っていきました。何年か前に両岸と底がコンク

リートで固められた田園の小川でカワセミを見

たことがありました。巣穴は川の反対側の水田

の縁にあったのです。この事も意外な事実であ

りました。教科書や他人から得た知識を鵜呑み

にすると意外ということになるのでしょうか。

例外は幾らでもあります。自然観察の醍醐味の

一つでもあります。

なるほど（納得）

最近、都市環境の樹林にシュロが増えたとい

います。都市化のために気温が上昇してきてい

るという人もいます。こんな知識をもって、知

多半島の森林を観察すると、草本層のワジュロ

の被度・群度がたしかに高いのです。気温が上
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昇したとて、鳥が種子を運ばなければこのよう

な事は無いでしょう。他人の論文に納得という

ところ。

おやつ（意外）

あれはなんだ、ここは海岸ではないか、どう

してこんな所に育っているのだろうか。エノキ

に寄生しているヤドリギである。ヤドリギは、

山地に多いという観念が離れず意外に思うので

す。植物目録を鵜呑みにしたために記録に無い

物があると、おやつと思い自己を疑う事になる，

のです。ヤドリギの種子は鳥によって運ばれま

す。そういえば昔、京都市内の庭木にたくさん

寄生していたことを思いだしました。その昔、

スキー帰りの先生に標本を見せてもらって以来

この種は山地にしかないような誤解を抱いてし

まったのです。その後、沿海部では渥美半島の

道路脇に寄生しているのを見たことがあるのに

今もって、おやつと思うのです。

そんな馬鹿な

30年程前になるのでしょうか、知多郡の篠島

の一角にアシタバの自生があることを植物の研

究家の先生に話したところ、そんな馬鹿な、そ

れはハマウドだろうと言って、相手にしてくれ

ませんでした。図鑑の記載事項からの知識では

なかったでしょうか。その後、知多半島の富具

岬近くの樹林内にこれを見ました。古い文献に

は篠島と南知多町に自生していることが記載さ

れています。植物目録を作られた方は偉い人だ

と思います。

やっぱりそうか

五万分の一の地図などから判断すると海岸の

砂浜は殆どない。実際に歩くと、護岸堤防の海

側に新たに砂が体積している所があったり、海

岸崖の下に小規模な砂浜があったりします。そ

んな所にハマグルマが生きてます。その場所に

新たに進出してきたものなのか、昔から生えて
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いたものなのか、環境を考察することが大切と

思います。自然海岸であった頃には生えていな

かったアイアシやハマサジが護岸工事の位置と

形でかえって塩の飛沫が多くなって今までの記

録にないものが生えてきています。ハマサジは

潮流にのって飛沫と共に塩沼地的な海岸に生え

始めたのでしょう。小躍りするほど嬉しい事で

した。

だから

烏・むし・獣・風・波などの自然は、自然環

境を復活するのに大変重要な役割をもっていま

す。人力塔労して構成した環境はどこか無理が

あります。自然を大きく観察する事も大切な事

急電、であると思うこの頃です。
苦し紛れに、つまらぬ内容で紙面をうめまし

た。ご容赦下さい。

会員の皆々様、酉年にあやかって1993年が大

きく飛翔する年でありますようご活躍を期待し

ます。
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【加入】

松井寳一（名古屋支部）

〒453名古屋市中村区則武1－1－7－805
念052-452-8159

‐

’
【脱退】

東本晃一（尾張支部）

【住所変更等】

堀田昭二（尾張支部）

〒456小牧市堀ノ内4－9

竹村武雄（知多支部）

〒474大府市桃山町2丁目14－1
冠0562-48-2302
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【シリーズ】私のフィールド

愛するフィールド

尾張支部三輪治代美

スミレの群生する休耕田・・・かるく2，3

時間は楽しく遊べます。

－そうなんです。里という感じです。最初に

話した坂道を登る前は、家の隣りは家という

住宅地なのですが、この坂道を登ると里がひ

らけるというわけです。

種
タ

グ
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私のフィールドは、名古屋市の東部丘陵地

です。八才の時にここに引っ越してきました。

それまで都会っ子だった私にとって、それは

ちょっとした事件でしたが、（ご他聞にもも

れず、いじっめっこにあったり・・・）愛す

るフィールドに出会うというすてきな出来事

だったのです。

さて、絵図面を見て下さい。私のフィール

ドはこんな感じです。私のうちは、通りの突

き当たりから少し坂道①を登ったところにあ

ります。Vの字型に道に囲まれたところが私

のうち②です。うちの回りが広い意味では全

部フィールドなのですが、ポイントは2箇所

あります。ひとつは、坂道を登った右手の道

沿いにある柿の木畑の小道③を入って裏山④

に登るコースです。山といいても、せっせと

歩けば15分くらいで稜線に着いてしまうよ

うな丘のようなものですが、この道が結構楽

しい。艶やかなのは、やはり春で、ヤマツツ

ジを主に2，3種のツツジの花が、まだ葉の

繁っていないぼんやりとした薄いこげちゃ色

の林床の中のあちこちに咲きます。実はこの

山、稜線は完全な禿山です。マツが多い山な

のですが、健全にもマツの実生が多くて発展

途上中なのが楽しみです。

もうひとつのポイントは、Vの字型の左手

の道をいった突き当たりから林に入っていく

小路⑤です。道はちゃんとしたのがいつのま

にかなくなって、林や原っぱの歩き易いとこ

ろを勝手に歩くとまた小路があらわれるとい

った感じです。身の丈以上のササ野原とか、

マツの実生の点在する荒れ地、セリのある湿

地、20センチクラスのツクシのでるところ、
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愛するフィールド

「わかったからそこはどこなんだ？」とい

われそうです。名東図書館の南側500m位

のところでした。「でした？」そうなんです

ごめんなさい。もうこのフィールドは、私の

心の中にしか存在しないのです。土地区画整

理によって、板チョコの様に盛り土をした何

にもない－土しかない一平野になってしまっ

たのです。名東図書館の斜め向かいに当た

るグランドには、とても大きな池がありまし

た。菅廻間池というのが正式な名前だったそ

うですが、土地の人は「しげのさま」と呼ん

でいました。池の岸には見事な松林があって

池にその姿を移し日本庭園のようでした。今

は、何も残っていません。ブルトーザーの威
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力はすざまし<、ほんとに短い期間に、山の

土は谷に埋まりました。たくましくもカエル

達は削り跡にできた大きなみずたまりで、卵

を生んでいましたがそれも間もなくなくなり

ました。私は、急に見知らぬ土地に放り出さ

れた気がしました。どんな都会でも命の温も

りとい･うものがあるものですが、そんな自分

をおおってくれるものが急になくなってしま

ったのです。区画された土地は本当に長い間、

何も利用されませんでした。現在ようやく住

宅地の姿になってきましたが、無理矢理矯正

してしまったもののすざましさというのでし

ょうか、潤いというものの感じられない町並

みになっています。都市化というものは、も

う少し時間をかけて行われるべきものという

気がしています。土地利用度が高い、整備で

きるという利点は、整備地が長い間使われな

かったこと、よその人やタクシーの運転手等

が「解りにくいところだ」嘆いてたことから

余り達成されたとは思えないのです。

さて、だましてしまったおわびに、実在の

フィールドの紹介を少ししたいと思います。

定光寺の宮刈池コースです。宮刈池は、ご存

知の方も多いと思いますが、定光寺の東、東

海自然歩道に隣接する池です。この池には、

JR定光寺駅から御手洗川沿いの遊歩道①を

楽しんでから、行くとよいと思います。定光

寺前の道路から宮刈池までの林道風の道②は、

虫屋さんによく出会う道です。春には、ハル

リンドウドウ、ショウジョウバカマ、シデコ

ブシ、ミカワチヤルメルソウ、ダチツボスミ

レ、マキノスミレと軽い登りの散歩道を楽し

むことができます。いったん登りきった左手

が宮刈池です。

宮刈池は、林に囲まれた小さめの池です。

身の丈ほどのササに埋もれそうな小道③を入

っていくと、左手に池にでられるところがあ

ります。（わかりにくいよ）春には、ササの

下にショウジョウバカマなどが見られます。

また、池にはホソミオツネントンボなどのト

4

ンボがいて彼らを見ていると時の立つのも忘

れてしまいます。しかし今は冬、でも池の回

りの林や、池の端のスゲなどが水面に移って

いる姿を見ているだけで心がなどんできます。

J_R定光寺

、 =

、

、

定光寺・宮刈池コース

私がこの池やこのあたりを好きな理由は、さ

きにお話した昔のうちの回りに少し似ている

からかも知れません。

来た道を戻って、先ほどの林道にでます。

池の向かい側には、清水がしみでているとこ

ろがあって、思わずほほえんでしまいます。

こんな小さなものを見つけるのもひとつの楽

しみです。

さてこの後は、まっすぐ鉄塔沿いに登って

昆虫を楽しむコース、労働者研修センターへ

向かう稜線コース、ちょっとサバイバルな沢

くだり付きの無名池コースといろいろなコー

スをとることができます。私の好きなのは、

無名池コースです。ホウノキの道を通って、

アギスミレとコバントビケラのいた（先日、

エグリトビケラー同じように池に落ちた葉で

もっと立体的に巣を作る－を発見）無名池か

ら、沢くだりの道を里へ降りるコースですが、

かなりわかりにく、ここで紹介するのは、燕

しいのでやめておきます。行きたい方は、声

かけて下さい。ご一緒したいと思います。



【理事会】

○H4.11.21(土）於中小企業センター
o出席二12名

○内容：平成5年度事業について

自然観察会については、広報のまずさが問題
であり、次年度は各支部のやり方等を検討して
みるとともに、支部内だけでなく会全体として
の広報を考えることとした。また、全県一斉自
然観察会は来年度も継続することとし、終了後
結果を十分検討する。

研修会は、おおむね今年度と同様に行うが、
楽しい内容の中で基礎的な知識も得られるもの
を考えていく。なお、会員の交流を深めるよう
なものも検討したい。

その他、来年度は自然観察指導員講習会があ
り、協議会としてもこれに協力する。また、県
からの受託事業は自然観察コース案内書の作成
（3年間）になる予定である。

支部の会員数の増加に伴って、例えば支部を
分割するなど、支部のあり方を検討することと
する。

総会は、会員の活動状況等の展示を行うよう
検討する。講演の代わりに映画を行ってはとの
意見もあった。

(佐藤）

5

石巻山指導員研修会
東三河支部間瀬美子

12月5日～6日、豊橋市石巻山に布谷和夫さ

ん（日本自然保護協会普及員・琵琶湖博物館開

設準備室）をお招きして指導員研修会が行われ

た。「自然観察の方法について」をテーマに冠

講師を中心にして会員の意見発表も交えながら
充実した研修が行われた。

「いつでも、どこでも、だれにでも」できる

観察会とするために、専門的知識を持つ人、特

に持たない人、それぞれに工夫すればよい観察

会がもてることを実例を挙げて分かり易く解説戸国、
された。

知識がなくても工夫次第で楽しくできるが、

指導者も勉強して観察会にあたれば、教える方
もより面白くやれるのではないかという、ギク

ッと居ずまいを正すようなお話もあった。

下界が光の海なる頃、食事をしながらの情報

交換に飽き足らず、布団をわきへ押しのけて、

某氏持参のレミーマルタンをなめなめ、豊橋名
産の柿をかじりながらの自然談義は布谷さんの

気さくなお人柄もあり、まさに知・徳・体？の

大集成1布団に埋もれて眠りこけていた人の

他は全員、知識・教養力塙まったはずでありま

す。ちなみに、参加者総勢14名、内女性3名。
けっこ、のさばっていたことを、ご報告してお
きます。 A

翌日も穏やかな天気。東三河支部の高橋康夫
さんの案内で気分もさわやかに石巻山の巖頭を

征服した。青緑に輝くヤマアイの群落。いまも
はじけて飛びそうな実を付けた、コクサギの黄
葉。

自然と人、人と人とのつながりの大切さを実
感した研修会だった。
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西の池のカモ

富岡の西の池では毎年カモが見られるので、

11月20日に出掛けてみました。小雨が降ってい

たのですが随分たくさんのカモがいます。殆ど

がカルガモで150羽ぐらいいます。以前はコガ

モが多かったのですがこの日はコガモは数羽し

か見られません。なぜかマガモが2羽だけ混ざ

っています。この日はカワセミのダイビングも

観察できました。先日、馬堤池でハシビロガモ

を観察したのでまわってみたところハシビロガ

モがいなくてコガモが数羽だけです。木曽川の

カモはどうだろうかと見に出掛けました狐あ

まり数は多くなくおまけに雨で視界力聰<よく

観察できませんでした。11月27日同じコースで

観察に出掛けました。西の池では殆どカルガモ

で100羽ほど、この日はマガモがいなくてオナ

ガガモが4羽とコガモが数羽、カイツブリのヒ

ナが2羽観察できました。馬堤池ではホシハジ

ロが1羽だけ観察できました。市内の池は小さ

いためかあまり定着していないようです。木曽

川では犬山城の下のライン大橋上ではマガモと

コガモが主でカンムリカイツブリが3羽で例年

より数が少なく、ライン大橋下流の木津頭主工

に出掛けて見ました。ここでも数が少なくマガ

モ、オナガガモ、コガモ薄ハシビロガモ、カワ

アイサぐらいです。下流の狩猟圧がまだ少ない

せいか、あるいは今年の飛来数力沙ないのか分

かりません爪木曽川ではカルガモカ沙ないの

も今年の特徴です。

｢豊田市自然観察の森」からの便り

越 冬昆虫の野外展示
尾張支部長尾智

12月初旬、研修室の

一角に数十匹のキアシ

ブトコバチの群を見つ

けました。それぞれ越

冬場所を求めて集まつ

（

て来たものと思われまキアシブトコバチ

す。日だまりでモゾモ（綴6圃柵）

ゾと動いていましたが、窓の下で死んでいるも

のもいました。多分乾燥に耐えられなかったの

でしょう。生存者は外へ放してやりました。

このような越冬昆虫を生かしたまま観察でき

ないかと考えて、昨年「越冬昆虫の家」を作り

ました。これは、畳を立てて並べて入れただけ

の箱ですが、箱のすき間から入った昆虫は、畳

と畳の間に身を隠すことができます。前年の冬

の調査結果を右の表に示しておきます。

ところで、12月中旬、ある湿地を調査してい

6

種 名 状態 数

クサギカメムシ 成虫 47

ヨコヅナサシガメ 子虫 10

ユミァシゴミムシダマシ 成虫 1

ゴキブリの一種 子虫 2

クモの一種 成虫 3

た時、水際にあった板の下に点々と18匹ものヒ

メタイコウチが越冬しているのを発見しました。

これらを参考にして、野外展示の仕方をもっ

と工夫してみようと思っています。

クサギカメムシ

（綴約16国）

ヒメタイコウチ

（綴18-22■）



コックピットから見た雲

知多支部加藤寿芽

さる12月4日、ハワイ州ホノルル空港から名

古屋空港へ帰る際日本航空のジャンボ機74

7型のコックピットへ入る機会に巡りあえまし

た。747型では自分の座席は後部座席でトイ

レより3列前という位置でした。飛行機は5度

利用しましたが、その都度雲の観察をしてきま

した。ハワイからは約8時間の飛行でしたが、

窓から雲をみるのが楽しみです。後部の非常脱

出口で見ていたが、スチワーデスさんが折りた

たみイスの利用を許可してくれ腰掛けて雲のス

ケッチすること2時間、その時コックピットへ

いきませんかと話がありました。「エッ、コッ

クピットに入ってもよいですか？」「ええ、機

内電話で連絡してみます。」「どうぞ」スチワ

ーデスさんに案内されて操縦室に入りました｡．

約30分入室していましたが乗務員3人が親切に

いろいろ話をしてくれ、気象用レーダーの資料

や天気図などを記念に戴きました。高度1万’

千メートル、外気温-54℃、レーダーで周辺の

雲、前方の積乱雲の様子など操作して説明して

くれた。この位の高度からは下層の雲は比較的

高く、高層の雲は低く感じられるとのこと。ま

た、乱気流に何時間後に遭遇するか分かるそう

です。積雲系が多く見られ遠くにはウォール状

の雲、前方では積乱雲の頭部が見られました。

この雲の頭部は1万3千メートルもあるそうで

す。

雲の研究は昭和40年からカメラを教室まで持
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ち込み授業の片手間（？）に雲を撮影しました

が皆地上からの写真で、高くても富士山の五合

目からの雲海の写真です。コックピットからは

初めての観察でした。自分の肉眼では初めてで

す。それより高いものはTBSの秋山さんがソ

連宇宙船からの飛行中のものはビデオ撮りをも

っています。

花”水。緑の市民フォーラム参加報告

名古屋支部武田篤

10月17．18日の白鳥センチュリープラザにお

ける《花。水・緑の市民フォーラム》では、急

遼lブースの展示を持ちました。テーマは「今

話題のウエットランドとその生き物たち」とし

て、池の生物の顕微鏡写真と湿地の風景をメイ

ンに、マングローブ林、干潟のパネルを加え、

湿地・池の調査報告書などを並べました。もち

ろん湿地研の案内も置きましたが、あっという

間になくなりました。

同じ時期に、大津で「アジア湿地シンポジウ

ム」が開かれ、そちらへはレポートの提出だけ

になりました力弛元で展示ができて、とても効

果的でした。展示の半分ほどは英語の資料でし

た力東南アジアからシベリアまで私たちのネッ

トワークを示すことができました。農政緑地局

の担当者や環境保全局の方もサンショウウオや

世界最小のトンボがいるのかと、熱心に見てい

かれました。農地緑地局の局長さんも庄内川に

アユがいるのかと感心しながら、その稚魚が藤

前の浅瀬で育つと聞いて、少し困った顔をして

みえました。それにしても水辺関係の展示を指

示された西尾市長さんには感謝感激です。是非

ご本人にもみて頂きたかったです。

（名古屋支部なんじやもんじゃ通信より）
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春の七草

特にコオニタピラコについて

知多支部相地満

1はじめに

セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、ホトケ

ノザ、スズナ、スズシロこれぞ七草

野菜を野の菜とするならば、野菜の少ない冬

季に七草を摘み、食することは栄養学的に随分

と価値のあったことでしょう．今では何時でも

野菜が手に入る時代なのに、何故か正月になる

と七草が売りに出されます．しかもかなりの高

額で取引されています．多くは5～6種類で1

セットになっていて、七草が全部揃っているも

のは少ないようです．その理由はホトケノザが

現在かなり入手しにくいことにあるのでしょう．

2ホトケノザとは

図艦で見るとシソ科の中にホトケノザの名前

を見出すことが出来ます．名前を知らなくても

「ああ、この草ならどこかで見たことがある」

と思う人も多いことでしょう．ピンクの愛らし

い花を付けるこの草はいかにも七草中の名花に

見えます．だがこの草は食べると下痢をし、と

ても食べられるものではないといいます。

七草にいうホトケノザとは、キク科のコオニ

タピラコとするのが今では定脱になっています．

でも、かってはこれ以外にもホトケノザと呼ば

れた植物がいくつかあったようです．ムラサキ

科のキュウリグサ等がそれで、それらは冬季に

美しいロゼットを作ります．

このロゼットを「仏の座」と考えたところに

一連のホトケノザという同名具械の植物が生ま

れた理由があります．やがて春、「仏の座」の

中心から花茎が伸び、その先に愛らしくも美し

い花が咲きます．（砿かにシソ科のホトケノザ

は顕著なロゼットを作りません‘だが四角柱の

茎を取り巻くように湛出する葉は確かに座布団

の様だし、やがてその脇から可艮らしいピンク

の坊主頭にも似た菅が伸び、管状の花が開きま
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す．）何れもホトケノザとは野に蚊いた仏様の

座布団、居埼所と考えられているようで面白い．

3コオニタピラコの現状

さてこのコオニタピラコですが、他の七草中

のセリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラのように

どこにでもみられるという状況にはありません．

東海市においても大変少なく、大田町にlか

所、宮木島町に2か所を知るのみです．それも

ほんの狭い範囲にのみ、毎年出てきます．春先、

田のやや湿った部分にタネツケバナのさくころ、

秋の稲刈りのあとに芽生えて冬を超したロゼッ

ト葉の中から花茎を伸ばし、黄色いキク科の花

をつけます．タネツケバナと遮ってやや乾いた

部分、畦の脇等に出てきます．

かって知多市の佐布里池周辺、南知多町の内

海にはかなりたくさん出てきましたが、佐布里

の燭合は随分と数が減ってきました．

阿久比町には局所的ですが随分と良く生育し

ているところがあります．その一つはトウキョ

ウサンショウウオの産卵個所に駒接した田です

が、春先、湿ったり所のタネツケバナと乾いた

濁所のコオニタピラコが一面に花をつけ、見事

に咲きわけています．コスミレ、レンゲととも

に、ふと我を忘れるほどの典しさです．こんな

日本人の心のふるさとともいえる田に出会える

濁所が本当に少なくなってしまいました．

コオニタピラコは現在幾つかの艮協で栽培が

始められています．やがて野菜としてのコオニ

タピラコが注目される日がくるかも知れません，

4おわりに

現在、日本の食生活の必要性から七草を食べ

る意義は殆ど無いと思われます．だが人々は七

草に具昧を持ち、売りに出されると醜うように

して頁い求めます。正月六日・七日の靭の新聞

に折り込まれたマーケットの広告を見ればその

すざましさが分かります．それは特に都市部に

おいて凧著に見られます。私たちはそこに自然

と緒び付いた文化へのあこがれが根強く在り、

文化的な仕菰にいかに人々が飢えているかとい

うことを推し量ることが出来ると思います．



豊田植物友の会だより

西三河支部

アテビ平のキノコ

～

鈴木勝己

九月六日（日曜日）は、豊田植物友の会、第

二百四十四回の例会で、長野県下伊那郡根羽村

、愛知県下では最高峰茶臼山（千四百十五メー

トル）の裏に当たるアテビ平のキノコの調査で

す。

ここアテビ平へ行くのは、今回で三度目に当

たります。毎度同じようなところへ行って、よ

くも飽きないと思われる向きもありましょうが

四季毎に訪れれば、結構楽しいもので、今回は

キノコ狩り、また、違った趣があります。キノ

コ狩りということで、結構遠方であるこの地へ

、八十余名という大勢の人が集まりました。

豊田市付近では、残暑の厳しい今日このごろ

、キノコはまだまだ、特に、今年のように、雨

が少ない年ではキノコは少ないでしょう。

＝きれいなタマゴタケ＝

余り期待をかけずに、やって来ましたが、売

店の裏にはタマゴタケがあると大騒ぎです。見

ますと五・六本の立派なタマゴタケです。タマ

ゴタケというのは、はじめ真っ白な卵のような

ものが地上に現れ、まるでひよこが出るように

、真っ赤なキノコが伸びてきます。成長し切っ

たキノコは下が白い卵で、上が真っ赤ですから

、とてもきれいなキノコです。キノコの図鑑の

表紙に、必ずといっていい程、写真や絵が載っ

ていものです。

色がすごく鮮やかで、毒々しいキノコです。

特に毒キノコの一つ、下に壷があるものには、

注意しなればいけないのですが、これに反して

食用になるといわれています。私はまだ、食べ

てはいませんが、何せ食べられるというのは、
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量的に多くあれぱのことで、ないから食べなく

、沢山あれば食べていたでしょう。ちょっと勇

気も要りましょう。ここだけでなく豊田市の山

にも生えるキノコです。

へ

ケ

＝アテビ平の観察地＝

アテビ平のアテビというのは、何でしょうか

。どうも、この地方の方言で、クロベというヘ

ノキ科の大木をいうようです。ヒノキとアスナ

ロの中間の木で、ヒノキアスナロというのもあ

りますが、木の肌が黒く、下から見上げると空

が透かせられるように、葉が混んでないという

のが、ヒノキとの違いです。「クロ」というの

は黒いこと、「べ」というのが、木の皮のこと

のようです。

このアテビ（クロベ）が一面に生え、こんも

りしているところをアテビ島といっている一角

もあります。



アテビの他、ミズナラ、タンナサワフタギ、

イヌブナ、ブナ、モミ・コメツガなどの樹木や

ザゼンソウ、セリバシオガマなど深山や亜高山

性の植物が豊富で、また、観察路がよく整備さ

れているので観察地として、素晴らしいとこ

ろです。しかし、本日のようなキノコ観察は、

クマイザザやミヤコザザが一面に地面を覆って

いるので、適さないようです。

＝アテビ平のキノコ＝

探しにくいところですが、八十余名の目で探

せば、あるもので、集合鑑定場には、各自それ

へL採集してきたキノコで一杯になりました。
種類は多いが、本数はすぐないです。

食用キノコは、あまりなく味わう程には、採

集できなく、がっかりした一人です。しかし、

ここには、ブナやミズナラがありますから、マ

イタケがありそうです。ある一人が、とてつも

ない大きいトンビマイタケを採りました。

トンビマイタケというのは、マイタケと同じ

ように、ブナの大木や古株に群生します。上下

左右に重なり癒着して大きな株になっています

・煮れば、黒くなりますが、食べられるキノコ

です。

その他、カバイロツルタケ、ツルタケ、カワ

ヘ､ツ、ムラサキアブラシメジ、アワタケ、ア

ケボノサクラシメジ、イロガワリ、ツエタケ、

ウラグロニガイグチ、チチタケ、キチチタケ、

ウスヒラタケ、キサマツモドキなどがありまし

た。

キチチタケは、苦味があるので強火で妙めた

い。水にさらしておいてから食べたのですが、

大分苦いものでした。

アカヤマタケという小さいキノコは食べられ

ますが、味を味わうというより彩りに使うこと

くらいでしょう。食用キノコは14．5種でし
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た。

毒キノコは猛毒のフクロツルタケ、テングタ

ケ、夕マゴテングタケなどのテングタケ科があ

りました。この科は、壷やつばがあるので、土

の中に入っている部分に注意したいものです。

これらを含め十

種程の毒キノコが、ありました。その他、12

・3種の食毒不明のキノコがありました。

キノコは美味しいけれど、毒のものがあるの

で、気をつけたいものですが、図鑑を見ても、

はっきり分かりませんし、色が鮮やかとか茎が

裂けるか裂けないか、ナスと煮ればいいなどと

迷信めいたことが多い､ので注意してください。

特に、クサウラベニタケはよく間違って中毒に

なるキノコです。

毒キノコには共通点がありません。しかし、

数が少ないので覚えるしかありませんから今日

のように講師先生について、勉強するのが一番

でしょう。



サシバ・シデコブシをいつまでも

渥美の自然と渥美自然の会について

大羽康利

渥美半島の自然については、これまで恒川敏夫

先生（故人）や倉内一二先生らが熱心､に調査され

各種の報告をされてきたことは皆さんご存知こと

と思います。

私達「渥美自然の会」はそういった先人の先生

方が明らかにして下さった知見を無駄にせず、渥

美の「豊かな自然、貴重な生物を後世に残す」こ

とを主な目的として1988年7月に涛内に住む

野鳥愛好家を中心にして結成された会です、

いわゆる保護運動一署名などによる自治体や企

業への要請行動一はもちろん実施しますが、私達

の活動はそれのみに留まっているわけではありま

せん。独自の調査活動－これによって新たに発見

した周伊勢湾要素植物群の自生する湿地やタカ類

の繁殖記録などもあります一や観察会、講演会な

ども開催しています．

とりわけ「渥美の自然を守れ！伊良湖伊良湖フ

ォーラム」と題して10月に行っている講演・討

論会は既に4度目を数えました．伊良湖のタカ渡

りや渥美の自然を地域や広く全国の方々にも紹介

しようと始めた集いですが、最近は野鳥の渡りに

関する全国の方の意見交換の場とも成りつつあり

ます。93鋼ま10月10日に「サシバが減少し

つつある」とも言われている現状にも焦点を当て、

里山を守ることの重要性を訴えるフォーラムにし

たいと考えています。

春には「シデコブシに関する講演・観察会」を

開いています。昨年は名古屋大学の糸創||淳二先

生に講演をお願いしましたが、本年は3月28日、

東北大学の菊池多賀夫先生を招こうと準備中です．

私遭ま更にタカ類繁殖用の人工巣や人工岩棚造

りにも取り組んでいます。日本ワシタカ研究セン

ターの中島欣也先生の指導によるものですが、小

鳥に巣箱掛けをするように、タカ類にも営巣適地

を多く提供してやろうという試みです。現在日本

で取り組んでいるという側ま聞いていませんが、

（シマフクロウなどでは報告例があります。）海
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外からは成功例が多く報告されています。渥美で

もつい最近までハヤブサやチョウゲンボウが繁殖

していたと聞いています。私達の生まれ育ったこ

の地にこれらワシタカ類の繁殖を甦らそうとの意

味で｢渥美タカのふる里計画」と呼んでいます〃

渥美の自然で他に留意すべきものに、原生林状

の照葉樹林、そこに生息するほ乳類や昆虫達、ア

カウミガメの産卵地となっている砂浜及び海浜植

物、汐川干潟のシギ・チドリなど多くのものがあ

ります．これら生物の生息環境を守って行くこと

がそのまま、私達地域住民が安心して暮らせる生

活環境を守ることにつながっていると考えていま

す.ゴルフ場問題に関して私達と地権者の方と膿
協力しあえたのはそのよい例だとおもいます。こ

んな気持ちを忘れずに今後とも努力を続けたいと

思っていますので、宜しくお願いいたします。

なお、当面している渥美鞭貫道や農道問題につ

いては「山と渓谷.I誌93年1月号、「自然保護I

誌93年2月号に載せていただいていますので、

それらもご覧になっていただければたいへん嬉し

く思います。

出版物のお知らせ

その1

霞の自然0講演会記録集3
（1991年度） へ

B5版95頁1冊1000円（送料2601J)

内容

1．「渥美半島の地形と地質」

池田芳雄（県自然環境保全審議会委員）

2．「四季の彩り渥美半島」

須ケ原光弘（山岳、自然写真家）

3．「伊良湖のタカ渡り草創期の思い出｜

松田輝雄(NHKアナウンサー）

4．「渥美自然の会活動報告1

大羽康利

5．「遺存生物と地球の歴史｜

糸魚川淳二（名古屋大学理学部教授）



その2

伊良湖@お臆A棚Aで
－故井本保氏追悼文集一

B5版36頁1冊500円（送料140円）

内容

辻淳夫先生の伊良湖でのタカ渡りのカウントを

陰で支えて来られた民宿｢井筒lのご主人、井本

保さんが昨冬他界されました。この文謁ま井本さ
んを偲んで親交のあった18名が思い出を綴った

ものです｡伊良湖タカ渡りの調査記録の一端を伺

うこともできる内容となっています｡患Fご一読

下さい

~己な執筆者

辻淳夫、松田輝雄､』柳津弘、岩田郁代、…

購入希望の方は郵便振替｢名古屋7－37797

渥美自然の会」までお願いします。

観察会報巻
赤岩寺観察会

東三河支部間瀬美子

心配された前線が予報より早く通り過ぎ、季

節風の吹き出しもなく絶好の観察日和に恵まれ

べこ'1月29日。
会員の出足は好調だったが、たまたま近在の

学校の行事と重なったこともあって一般の参加

は壮年熟年ばかり10数人の会となった。

折りも紅葉まつ盛り。例年に増している鮮や

かな老楓が差しのべる枝の下と、舞台効果も満

点。まず、天野さんが弁舌さわやかに紅葉のメ

カニズムを解説する。伐採地のハゼやウルシを

見つつ展望台へ。「久しぶりに来たけど、建物

が増えたねえ。めだつねえ。駅はどっちかネェ

ー。」「あれはホリデーインかね。目立つねえ

－。」方角を調べながら風景探訪も楽しめる。
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ひところ、山肌に目立っていた松枯れの色は

コナラやアベマキなど落葉樹の紅葉にまぎれて

しかとはわからない。しかし、道端の枯れ木の

群れには、やはり危機感を覚える。

この山のご神体、巨大なチャートの岩塊「赤

岩」を取り囲むシイ・カシ等照葉樹林は昼なお

暗く落葉樹林の明るさとの違いがよく分かる。

ムラサキシキブやテイカカズラの実を見ながら

谷に下りると、城壁のような砂防ダムがそびえ

ている。（なぜ？）

しめくくりは神戸さんのとっておきの「穴」

場の紹介。今は使われてないムササピの巣と、

アナグマの巣。「へえ、こんな近くに？」みん

な、ただただ感心する。

こじんまりとした会だったが、みんな熱心な

人ばかりで、少々高度な説明にも答えてもらえ

満足感のある観察会ができたとは思う。

しかし、より多くの人達に自然を感じとって

貰うためには、もっと効果のある宣伝方法を考

えなければと思わされた。

今年の東三河支部の観察会はこれにて終了。

さあ、来年もがんばろう。



観察会報巻
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自然観察施設訪問10

－ある小湿原のビジターセンターー

中西 正

そのビジターセンターは主要道路から見える

場所にある。山懐に抱かれ、自然を護る施設と

いうよりも自然に護られているというたたずま

いだ。後ろに山を配し、駐車場は木々で被わ

れ、アスファルトの地表も隠されている。誘い

込まれるように入る建物は二階建てだが、外見

上それほど大きく見えない。外壁は木で、モダ

ンなデザインながら自然に溶け込んでいるため

だろう。

へ部も木がベースで作られ、温かな感じがす
る。入ってすぐ右は管理室になっている。一階

は二部屋に分かれ、ひとつは学校の教室よりや

や広い。この中央にはこれから訪れる湿原の模

型が置かれており、見るべきポイントが示され

ている。そのポイントのより深い内容は壁を利

用して説明されている

壁の別の面は日本の有名な湿原が説明されて

いる。今から訪れる小湿原が自然内容、植生向

復実験、保護利用の片で日本の中でどのような

意味を持っているか、客観的に判断できる資料

である。ここには釧路湿原の気象がリアルタイ

ムではいっている。もちろん、本湿原の気象

データも常に示され、いやがうえにも日本の中

嘩付けがはっきりしてくる。

‐インジャーによる自然情報は掲示されてお

り、その日観察できる内容が見当つけられる。

この自然情報は最近作られた中央公民館の自然

室にも送られており、町の中でも情報を受ける

ことができる。センターには少なくとも二人の

レインジャーが駐在しており、展示物の説明を

しているし、時間を決めて自然観察の案内をし

ている。このレインジャーは生涯学習の一環と

して自然についての講習を受けた人達である。

自治体独自の認定制のもとにやりがいを持って

自然解説ボランティアをしている。結果的に年

配の人たちが多いようだ。展示室には輪切りの
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木の腰掛けが置かれ、ちょっと休むための配慮

がなされている。壁の一面は自然が飛び込んで

くるように開けられている。これが展示室の広

々感に役だっている。今はや･りの映像機器はな

いが、手作りの展示が温かみを呼び、やはりヒ

トの問題かと感心する。

一階にあるもうひとつの部屋は広くはなく、

特別展に利用されている。

二階は窓際にはプロミナーが設置され、鳥も

木々も観察できるようになっている。ただ基本

的には学習室であり、団体で訪れた人へのレク

チャー等に使われている。

このビジターセンターは湿原だけでなく、周

辺に設置された自然観察路網のセンターとして

も機能している。これらの観察路は長さ、内容

に色々あり、長いものは一日コースというもの

もある。センターは自然観察網の中央にも位置

している。自然観察路の維持は別のボランティ

アグループが活躍している。センター設置の場

所については軒余曲折があったが、地元の理解

と支援のもとに最良の位置になったという。こ

れも地元民が地元の自然を純粋に愛しているた

めであろう。自然保護は地元から積極的な支援

があればこそといえそうだ。

このセンターでは小学生対象の自然教室も開

かれる。これは他の野外施設との連係の上で行

われている。市内のいろいろの情報が公民館を

通じて集められつつあり、これからは地域の自

然ネットワークの中心としても機能していきそ

うだ。観光施設というより自然保護施設、とい

うより生涯学習における自然観察施設との位置

付けが似合っているところであった。



冬の臼に想うスミレ

東三河支部・いがりまさし

春を待ちこがれているのは、誰しも同じに違
いないが、冬も来ないうちから「早く春になら

ないかなあ」とため息をついているようでは、
ほとんど病気の部類である。少年の日に野に咲
くスミレに心を奪われてからというもの、私も

その病気が治らぬまま、32回目の冬を迎えた。
スミレから学んだこと、感じたこと、とりと

めもないが、冬の一日、春の野に思いを馳せて
いただきたい。

スミレの数

「原色日本のスミレ」（浜栄助著・誠文堂新
光社刊）によると、日本に分布するスミレの種
類は40種3亜種39変種75品種に交雑種75を加え
て232種類、変種レベルまでに限っても82種類
はあるということになっている。
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一

イソスミレ

この本が出たあとも、沖縄で新種のオリヅルス

ミレが見つかっているし、雑種に関してはその
後もどんどん新しいものが見つかっている。
愛知県に現在知られているスミレの数は、諸
説があるものの、24種2亜種5変種計31種類程
度になる。また、さらに交雑種もいくつか知ら
れている。そんなにあるかと意外に思われる方
も多いかもしれないが、「原色日本のスミレ」
に記載されているスミレの､半分にも満たな‘戸
のである。

スミレのすみか

海岸から、高山まで、さまざまな所に生育す
るスミレだが、小さな草本なので基本的には、
なにかの都合で他の植生が繁茂できず、適当に
|場が当たるようになったところで、旺盛に繁殖
する。海岸の砂浜や、高山の礫地などではこう
いった状態が安定しているので、時に大群落に



なる種類もある。前者の代表はイソスミレ、後

者の代表がタカネスミレということになる。

しかし、日本の気候下では、ほとんどの所で

は放っておけば森林になってしまうので、支配

的な植生の、いわば「スキ」をついて分布を広

げているようなケースが多い。

また、人間の影響もスミレにとっては重大で、

原生林よりも適当に人手の入った二次林や田園

などで、よく育っていることが多い。

なかでもアリアケスミレやヒメスミレなど、

人里型と呼ばれる分布をするグループがあり、

人間の生活圏内に限って生育しているのは興味

黙い｡ただ､ｺﾝｸﾘーﾄで固められた都会に
は、やはり住みづらいことは当然で、いわば自

然と人間が共存しているところが、彼らにとっ

ても住みごこちが良いのかもしれない。

アリアケスミレ

スミレの香り

スミレのなかには香る種類と香らない種類が

ある。また、固体によって香る個体と香らない

個体がある。また、同じ個体でも時間によって

香る時間と香らない時間がある。こうなるとお

手上げで、どのスミレが香りがあって、どのス
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ミレが香りがないか、だれにも確かなことはい

えない。

それでも香りがあるというのが定説になって

いるものがある。まず、ニオイスミレというの

があるが、これはヨーロッパの野性種ヴィオラ

・オドラータのなかから香りの良いものを選別

して、香料をとるために栽培したものなので当

然強い香りがある。日本にあるものは、栽培品

か、それが野性化したものである。

日本の野性種のなかでは、ニオイダチツボス

ミレというのがあり、これは愛知県の山野にも

たくさん生えている。タチツボスミレとよく似

ているので、香りがあるかどうかで種類を見分

けることもできないことはないが、タチツボス

ミレにも香るものがあるという説もある。

その他では、シハイスミレ、マキノスミレ、

エイザンスミレ、ヒゴスミレ、ノジスミレなど

は多くの人が香りを認めている定説種である。

私は、タチツボスミレ、アリアケスミレ、ヒメ

ミヤマスミレなどでも香りを感じたことがある

のだが、悲しいかな標本にも、写真にもできぬ

香りのことなので、客観的な証明は不可能なよ

うである。

ニオイタチツボスミレ



スミレの閉鎖花

スミレは春に咲くものと思われているが、多

くの種類は春から秋まで、次々と花を咲かせて

いる。ただし、春の花のように人目につかない

花なので、その存在に気がついている人は少な

い。

閉鎖花と呼ばれるその花は、花弁が退化して

害片だけが鳥のくちばしのような形をしたまま

いつのまにか実になってしまう。むろん、紫で

も黄色でもなく、これが花だと教えられても、

にわかには信じがたい。

おもしろいことに、この閉鎖花は、春に咲く

正常花に比べて結実率がいい。正常な株では、

まずほとんどといっていいほど結実する。

それなのに、スミレはわざわざ春になると、

結実率の悪い花弁のある花をつけるのである。

我々人類へのサービスのためだろうか。たしか

に、スミレが閉鎖花しか咲かせなかったとした
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ら

「山路きて／何やらゆかし／すみれ草」

人類はこんな名句をひとつ失ったかもしれな

い。

しかし、これには他に理由がある。一口にい

えば、遺伝子の多様性を保つためといっても良

いだろうか。閉鎖花での増殖は、同じ個体のめ

しべにおなじ個体の花粉がつくこと以外に考え

られない。この増殖を繰り返せば、遺伝的形質

は均一化し、多様な環境の変化に弱くなりかね

ない。

正常花で他の株と受粉することには、この多

様性を保つという意味がある。また、時には他〆･雪

の種との交雑さえ行なわれている。

目先の損得に追われて、閉鎖花ばかりを咲か

せるような生き方をしていないだろうか。一見

むだとも思われることが、ことごとく生態的に

深い意味をもっている。自然は人生のお手本で

もある。

へ

フギレオオバキスミレ



～季垂の言紫～

0I､あのざfず1で目をさまし

坪真で咲く花I・つぼに生け

お使､､の並をで骨の梢．足もとの竿鈴を

少C時間0寺ある時は、針木との出会､､に

蛤めて見た時のおどろ3f恩､､出し

この索Cざ、､つまで↓

このニキ間皆ざんのおO､げで無亨

過ごさせて、､た筏3打1難うこ.f.､､ま‘た．

救急券

へ編集部：後藤春さんは二年間にわたり、32号
から43号の表紙を、時期にあわせた植物画に

分かりやすい説明文を添え、飾って下さいま

した。長い間、ご苦労さまでした。

錦幕放記
★新年、明けましておめでとうございます！

今年は酉年、酉にあやかり大きく羽ばたきた

いものです。会員の皆様の益々のご活躍をお祈

りしますとともに、協議会活動もいままで同様

ぺこ宜しくお願いします。

★今号も多くの方から原稿をお寄せ頂き、誠に

有り難うございました。とくに鈴木勝己さんの

原稿はll月号にお載せする予定を私の不注意で

おとし、今号になってしまいました。申し訳あ

りませんでした。また、前号で完了したシリー

ズ「なぎさと浜の考現学」の高橋康夫さん、お

礼が遅れましたが、有り難うございました。

★二年間の約束でやらせていただいた私の編集

も、この43号で終わりです。あれこれ試行錯誤

しながらの発行でしたが、皆さんのご協力のお

蔭で任を果たすことができました。心より、厚

くお礼を申しあげます。
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★この2年間、とくに心掛けたことは、協議会

ニュースが機関紙である以上、『定期発行でな

ければならない。』と言うことです。そのため

に、急な原稿依頼をしたり、時に締切り後に原

稿が届いたため、お載せできなかったりし、ご

迷惑をお掛けしたこともありました。しかし、

情報提供の点では以前より数歩前進したと確信

しております。今後も定期発行が続き、隔月発

行から毎月発行になり、『愛知の自然に関する

情報はこの協議会ニュースを読めば分かる。』

というようになるのが、私の夢です。．

★これからのことを考え、編集者とし苦言を呈

すると、まだ部会・支部・会員から寄せられる

情報量が少ないということです。会員がつくる

機関紙にしていくためには、もっともっとご協

力をお願いしたいと思います。情報の受信だけ

でなく発信する会員が増えればより充実した機

関紙・会になり、結果として会員個人個人に、

はね返ってくると信じます。

★さて次号からは伏屋光信さん（尾張支部）が

編集を担当してくださいます。私にしてみれば

まさに神様みたいな方です。先日、名古屋で事

務引き継ぎを行いました。「この仕事は協議会

の仕事で一番大変な仕事だと思う。でも、誰か

がやらなければならない仕事。私も随分、協議

会にはお世話になっています。恩返しの積もり

でやります。」との伏屋さんの言葉、感激しま

した。

また、年報「愛知の自然観察」の編集担当も

吉田義人さんから鈴木成和さん（尾張支部）に

バトンタッチされました。吉田さん、大変ご苦

労さまでした。

会員の皆様、今まで以上に、編集活動にご協

力をお願いします。

次号（44号）の原稿締切りは2月10日です。

締切り厳守で下記までお送り下さい。

（輻集部会神戸敦）

原稿送付先

縞集部会〒491－宮市奥町内込47－4

伏屋光信念0532-62毛308



12月～1月の行事案内
＊他支部の行事にも参加出来ますが、急な変更

があるかもしれませんので照会の上、御参加下

さい。

①主催②集合場所・時間③照会先

④行事のねらい⑤参加資格・費用⑥備考

【1月10日（日）善師野観察会】

①尾張支部②名鉄広見線善師野駅

③福富裕志危0568-67-0167

④冬鳥をじっくり見よう・メタセコイ･アの化

石を拾おう

【毎月10日大高緑地公園自然観察会】

①自然を楽しむ指導員グループ

②琵琶池ボートのりば売店前毎月第2日曜

日9:30、第1回は1月10日（日）です。

③石原洋一s052-624-1998

訴薩盛英画0562-93-6657

篠田陽作孟052-881-4741

⑥平成5年1月より、新しく観察会を始めま

す。緑区の大高緑地で行います。ここは植生

も豊富で、また鳥類も多種観察できます。年

間通して観察するには、楽しいフィールドで

す。お近くの方、是非ご参加下さい。皆さん

と一緒に楽しい観察会をつくりたいと思いま

す。春は咲き競う花を楽しみ、夏は飛び交う

トンボ・蝶やクワガタ・カプト･ムシを追いか

け、秋はいろとりどりの草木の実や紅葉に心

をなごませ、冬は寒さに酎えながら春を待つ

冬芽や花芽に心踊らせながら自然の素晴らし

いドラマに感動しましょう。

【1月15日（祭）名古屋支部例会】

①名古屋支部②名古屋野鳥観察館9:30

【1月16日（土）講演会】

①時習館高同窓会②豊橋市公会堂13:30

④東大名誉教授高橋延清「森の世界」

【1月24日（日）東三支部総会】

①東三支部②奥浜名湖ホテル10:00

④平成五年度総会及び懇親会
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【1月31日（日）稲武町の冬の自然探訪と奥三

河支部総会】

①奥三河支部②稲武町役場前lO:00

③石川静雄志05362-2-1171

④稲武町の冬の自然観察と平成5年度支部総

会⑤支部会員・総会懇親会費3000円

【1月31日（日）知多支部総会】

①知多支部②東海市農業センター10:00

【2月12日（金）1年間の記録発表会】

①知多支部②阿久比町中央公民館18:30

【2月21日（日）越冬昆虫のようすと冬芽の観

察】

①知多支部②東海市市役所駐車場9:30

【2月13日（土）名古屋支部例会・総会】
へ

①名古屋支部②産業貿易館15:00

④平成五年度の活動計画審議、あと懇親会

年幸艮『愛矢口の自然径見察』

品原稿募集△

昨年、創刊した、年報『愛知の自然観察・第

2号』の原稿を募集しています。

内容は①自然観察の理論・方法、②自然観察

会の実践、③地域の自然等の研究や④部会や支へ

部の活動報告、⑤その他です。基本的には昨年

と変わりません。

今年は字数の制限はありません。希望される

方は早めに担当の鈴木成和さんに連絡をとって

下さい。原稿の締切りは、1月末日（厳守）で

す。発行は3月の総会の日を予定しています。

どうぞ、奮って応募をお願いします。

担当（申込み・原稿送付先）

〒464名古屋市千種区下方町7－5－2

鈴木成和aO52-722-7844


